
 

＝
視
聴
覚
教
育
あ
れ
こ
れ 

●
平
成
27
年
度 

愛
知
県
自
作
視
聴
覚
教
材
コ
ン
ク
ー
ル 

○
生
涯
学
習
部
門 

優
良
賞 

『
家
康
と
岡
崎 

～
家
康
と
と
も
に
歩
む
未
来
～
』 

水
野 

利
明
（
六
名
小
） 

成
瀬 

正
和
（
羽
根
小
） 

神
野 

裕
美
（
六
西
小
） 

内
田 

敏
明
（
北
野
小
） 

荻
野 

悠 

（
翔
南
中
） 

鶴
園 

遼
雅
（
広
幡
小
） 

内
藤 

恵
三
（
竜
海
中
） 

村
田 

貴
志
（
井
田
小
） 

○
学
校
教
育
部
門 

(

１)

ビ
デ
オ
教
材 

最
優
秀
賞 

『
洪
水
を
防
ぐ
た
め
に 

～
水
と
共
に
生
き
る
～
』 

森 

綾
子 

（
下
山
小
） 

杉
山 

康
子
（
生
平
小
） 

山
口 

秀
樹
（
竜
美
丘
小
）
河
上 

 

翔
太
（
梅
園
小
） 

鈴
木 

彩
水
（
岩
津
小
） 

木
村 

朱
音
（
岩
津
小
） 

優
秀
賞 

 

岡
本 

昌
也
（
矢
北
中
） 

鈴
木 

一
史
（
竜
海
中
） 

島
田 

繁
直
（
六
西
小
） 

井
上 

清
美
（
夏
山
小
） 

吉
見 

明 

（
羽
根
小
） 

成
田 

道
俊
（
竜
海
中
） 

海
藤 

健
児
（
豊
富
小
） 

中
根 

良
輔
（
翔
南
中
） 

優
良
賞 

 

赤
堀 

大
知
（
矢
南
小
） 

近
藤 

雄
一
（
東
海
中
） 

佐
渡 

英
彰
（
矢
北
小
） 

荒
井
奈
穂
子
（
岩
津
小
） 

白
井 

浩
太
（
六
北
中
） 

小
野 

晃
伸
（
城
南
小
） 

佳
作 

『
目
指
せ
！
平
泳
ぎ
マ
ス
タ
ー
』 

兵
藤 

裕
美
（
根
石
小
） 

○
学
校
教
育
部
門 

(

２)

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ソ
フ
ト
ウ
エ
ア
教
材 

優
秀
賞 

『
完
全
網
羅
！
中
二
理
科 

実
験
サ
ポ
ー
ト
』 

太
田 

尚
志
（
北
中
） 

 

岩
川 

皓
司
（
葵
中
） 

小
田 

哲
也
（
新
香
山
中
）
高
瀬 

玲
子
（
愛
宕
小
） 

服
部 

将
也
（
梅
園
小
） 

加
藤 

明
（
小
豆
坂
小
） 

武
田 

泰
実
（
竜
南
中
） 

小
林
さ
く
ら
（
本
宿
小
） 

優
良
賞 

『
流
れ
る
水
の
は
た
ら
き
』 

 
 
 

森 

綾
子 

（
下
山
小
） 

『
み
っ
ち
ゃ
く
！ 

地
元
の
新
聞
社
』 

加
藤 

光 

（
竜
美
丘
小
）
三
輪 

恭
之
（
六
美
中
） 

坂
田 

健
一
（
岡
崎
小
） 

中
山
美
奈
子
（
矢
南
小
） 

大
塚 

真
悟
（
梅
園
小
） 

 

内
田 

雅
之
（
北
野
小
） 

長
谷
川
誉
幸
（
葵
中
） 

佳
作 

『
ミ
シ
ン
の
使
い
方
』 

 
 
 
 
 
 
 

徳 

尚
和
（
六
美
南
小
） 

『
外
角
の
和
が
三
六
〇
度
に
な
る
こ
と
を
説
明
し
よ
う
』 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

徳
倉 

千
秋
（
葵
中
） 

NO.421 
発行日 

28.3.30 
発行 
岡 崎 市 Ａ ＶＬ 

編集 
現職研修委員会 

学 習 情 報 部 

『ファイナライズ』 
DVD に映像を保存した際

に，他のビデオ機器で再生で
きるようにする最終処理のこ
と。これを行わないと，記録
に使った機器でしか再生する
ことができなくなる。ただし、
BD はファイナライズ処理を
必要としない。 

これ知ってる！？ 

平
成
27
年
度
を
終
え
る
に
あ
た
っ
て 

 
 

学
習
情
報
指
導
員 

北
野
小
学
校 

内
田 

雅
之 

 
 

 
 

 

 

現
代
社
会
で
は
、
日
々
「
最
新
」
が
入
れ
替
わ
り
、
新
し

い
も
の
が
誕
生
す
る
と
同
時
に
、
定
ま
っ
た
答
え
の
な
い
問

題
や
、
様
々
な
矛
盾
も
発
生
し
て
い
る
。
私
た
ち
は
、
そ
れ

ら
に
対
応
す
べ
く
、
高
い
専
門
性
と
組
織
の
力
を
も
っ
て
、

こ
の
一
年
間
、
様
々
な
活
動
に
取
り
組
ん
で
き
た
。 

情
報
モ
ラ
ル
教
育
に
お
い
て
は
、
平
成
二
十
五
年
度
に
始

ま
っ
た
「
情
報
モ
ラ
ル
授
業
モ
デ
ル
案
」
の
作
成
・
配
付
が

三
年
目
を
迎
え
た
。
生
徒
指
導
、
道
徳
、
特
別
活
動
そ
れ
ぞ

れ
の
知
見
か
ら
作
成
さ
れ
た
授
業
モ
デ
ル
案
は
、
実
に
二
十

九
を
数
え
、
「
み
ん
な
で
取
り
組
む
情
報
モ
ラ
ル
育
成
授
業
」

が
岡
崎
市
全
体
に
定
着
し
て
い
る
こ
と
を
感
じ
る
。
し
か
し

「
ネ
ッ
ト
利
用
状
況
調
査
」
で
は
、
小
・
中
学
生
と
も
に
「
ネ

ッ
ト
依
存
」
の
状
態
に
あ
る
子
供
が
存
在
す
る
こ
と
、
さ
ら

に
そ
の
割
合
が
、
わ
ず
か
で
は
あ
る
が
増
え
て
い
る
こ
と
が

明
ら
か
に
な
っ
た
。
ネ
ッ
ト
利
用
が
避
け
ら
れ
な
い
こ
れ
か

ら
の
社
会
で
は
、
子
供
た
ち
自
身
に
、
自
分
に
と
っ
て
最
適

な
利
用
の
仕
方
、
つ
ま
り
「
付
き
合
い
方
」
を
考
え
さ
せ
る

授
業
づ
く
り
を
進
め
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。 

二
年
目
を
迎
え
た
「
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
活
用
授
業
モ
デ
ル

案
」
の
作
成
・
配
付
に
よ
り
、
数
・
理
・
英
の
三
教
科
の
授

業
に
お
け
る
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
の
活
用
が
定
着
し
て
き
た
。

そ
れ
ど
こ
ろ
か
、
市
委
嘱
の
研
究
校
で
あ
る
葵
中
学
校
や
パ

イ
ロ
ッ
ト
校
で
あ
る
新
香
山
中
学
校
で
は
、
様
々
な
教
科
・

領
域
に
も
活
用
の
幅
が
広
が
っ
て
い
る
。
ま
た
、
小
学
校
に

お
い
て
も
自
主
的
に
研
究
が
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
。

こ
の
よ
う
な
状
況
を
受
け
、
授
業
の
本
質
に
沿
っ
た
、
よ
り

効
果
的
な
活
用
法
を
提
案
し
て
い
く
こ
と
は
、
大
き
な
意
味

を
持
つ
と
と
も
に
、
継
続
的
に
取
り
組
む
べ
き
活
動
で
あ
る
。 

ま
た
、
自
作
教
材
制
作
の
面
で
は
、「
お
か
ざ
き
映
像
教
材

研
究
会
」
が
制
作
し
た
六
つ
の
教
材
全
て
が
、
県
自
作
視
聴

覚
教
材
コ
ン
ク
ー
ル
に
お
い
て
入
賞
を
果
た
し
た
。
中
で
も

マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
教
材
で
は
、
こ
れ
か
ら
の
岡
崎
市
の
教
育

に
資
す
る
た
め
、
様
々
な
デ
バ
イ
ス
で
利
用
で
き
る
Ｈ
Ｔ
Ｍ

Ｌ
５
に
よ
る
制
作
が
行
わ
れ
た
。
こ
れ
ら
の
作
品
が
、
多
く

の
授
業
で
活
用
さ
れ
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
る
。 

さ
ら
に
、
校
務
の
情
報
化
の
面
に
お
い
て
も
、
今
年
度
は

大
き
な
革
新
が
あ
っ
た
。
岡
崎
市
小
中
学
校
教
育
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
シ
ス
テ
ム
の
更
新
で
あ
る
。
個
人
認
証
と
セ
ン
タ
ー
フ

ァ
イ
ル
サ
ー
バ
の
設
置
に
よ
る
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
の
向
上
、
そ

し
て
グ
ル
ー
プ
ウ
ェ
ア
の
導
入
に
よ
る
情
報
共
有
の
利
便
性

向
上
は
計
り
知
れ
な
い
。
加
え
て
、
そ
れ
に
伴
う
「
岡
崎
市

情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ポ
リ
シ
ー
」
の
改
訂
に
際
し
学
習
情
報

部
の
メ
ン
バ
ー
が
提
言
を
行
う
な
ど
、
こ
れ
か
ら
の
岡
崎
市

の
教
育
を
支
え
る
事
業
に
深
く
関
わ
る
こ
と
が
で
き
た
こ
と

は
、
と
て
も
価
値
あ
る
こ
と
で
あ
る
。 

 

こ
の
よ
う
に
、
今
年
度
も
多
方
面
に
お
い
て
着
実
な
成
果

を
上
げ
る
こ
と
が
で
き
た
。
こ
れ
は
岡
崎
の
視
聴
覚
教
育
・

情
報
教
育
の
水
準
の
高
さ
を
示
す
も
の
で
あ
り
、
学
習
情
報

に
携
わ
る
教
員
の
情
熱
と
、
伝
統
に
支
え
ら
れ
た
組
織
力
の

成
果
で
あ
る
。
来
年
度
も
、
子
供
た
ち
の
よ
り
よ
い
学
び
の

た
め
に
、
更
に
充
実
・
発
展
し
て
い
く
こ
と
を
願
っ
て
い
る
。 

『
育
て
る
漁
業 

 

～
三
河
湾
の
ク
ル
マ
エ
ビ
～
』 

 

『
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
農
家
の
挑
戦 

～
日
本
の
農
業
の
未
来

～
』 



                                

げ 

                               

                                

＝
実
践
報
告
＝ 

ネ
イ
テ
ィ
ブ
の
発
音
で
英
語
の
授
業 

恵
田
小
学
校 

藤
田 

宏 

英
語
の
学
習
で
特
に
大
切
に
さ
れ
る
こ
と
に
「
発
音
」

が
あ
る
。
子
供
た
ち
が
正
し
い
発
音
を
聞
き
、
発
声
す
る

こ
と
が
、
小
学
校
の
外
国
語
活
動
で
は
大
き
な
ポ
イ
ン
ト

に
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
教
師
の
中
に
は
、
英
語
の
発

音
に
苦
手
意
識
を
も
っ
て
い
る
者
が
い
る
こ
と
は
事
実
で

あ
る
。
私
自
身
、
授
業
前
の
教
材
研
究
で
は
、
辞
書
を
使

っ
て
発
音
記
号
を
確
認
す
る
よ
う
に
は
し
て
い
る
。
し
か

し
、
そ
れ
が
ネ
イ
テ
ィ
ブ
に
準
じ
た
発
音
に
結
び
付
く
か

と
い
う
と
、
残
念
な
が
ら
そ
う
で
は
な
い
。 

そ
こ
で
利
用
し
た
の
が
「H

i
 

f
r
i
e
n
d
s

」
と
い
う
ソ

フ
ト
で
あ
る
。
教
室
備
え
付
け
の
パ
ソ
コ
ン
に
イ
ン
ス
ト

ー
ル
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
を
使
用
す
る
こ
と
で
、
誰
で
も

簡
単
に
ネ
イ
テ
ィ
ブ
の
発
音
を
再 

現
す
る
こ
と
が
で
き
る
。 

実
際
に
、
こ
の
ソ
フ
ト
を
利 

用
し
て
、
会
話
を
中
心
と
し
た 

授
業
を
行
っ
た
。
ま
ず
、
ソ
フ 

ト
か
ら
流
れ
る
ネ
イ
テ
ィ
ブ
の 

発
音
を
聞
か
せ
、
そ
れ
に
続
い 

て
復
唱
さ
せ
る
と
い
う
形
で
授 

業
を
進
め
た
。
子
供
た
ち
は
、 

場
面
を
映
像
で
確
認
で
き
る
の 

で
、
大
型
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
を
見 

な
が
ら
楽
し
そ
う
に
復
唱
し
た
。 

反
復
練
習
す
る
う
ち
に
、
子
供
た
ち
の
発
音
は
、
大
型

デ
ィ
ス
プ
レ
イ
か
ら
流
れ
る
も
の
に
か
な
り
近
い
レ
ベ
ル

に
ま
で
達
し
た
。「
上
手
に
話
せ
る
よ
う
に
な
っ
た
よ
」「
も

う
、
発
音
覚
え
ち
ゃ
っ
た
」
と
、
ネ
イ
テ
ィ
ブ
の
発
音
に

迫
っ
た
こ
と
に
達
成
感
を
得
た
姿
が
あ
っ
た
。 

こ
れ
か
ら
も
、
こ
の
ソ
フ
ト
の
利
点
と
起
動
が
速
く
な

っ
た
教
室
用
パ
ソ
コ
ン
の
性
能
を
生
か
し
、
発
音
・
発
生

を
大
切
に
し
た
外
国
語
活
動
を
心
が
け
て
い
き
た
い
。 

   

市
内
の
小
中
学
校
が
数
々
の
コ
ン
テ
ス
ト
で
の

入
賞
や
振
興
助
成
な
ど
を
受
け
て
い
ま
す
。
結
果

は
次
の
通
り
で
す
。
（
敬
称
略
） 

●
第
５
回
コ
ラ
ボ
実
践
コ
ン
テ
ス
ト 

最
優
秀
賞 

『
作
品
を
通
し
て
関
わ
る
こ
と
で
コ
ミ
ュ 

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
の
向
上
を
め
ざ
し
て 

「
と
も
だ
ち
を
つ
く
ろ
う
！
」
』 

生
平
小
四
年 

 

特
別
賞 

『
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
す
る
こ
と
で
、
子
ど
も
た
ち
の 

 

学
習
意
欲
を
高
め
、
関
わ
り
合
い
を
促
す
授
業 

～
六
年
生
社
会
科
「
わ
た
し
た
ち
の
願
い
を 

実
現
す
る
政
治
」
の
実
践
を
通
し
て
～
』 

北
野
小
六
年 

『
言
葉
を
つ
な
げ
て
～
連
詩
を
作
ろ
う
～
』 

生
平
小
一
年 

●
第
17
回
キ
ュ
ー
ブ
活
用
コ
ン
テ
ス
ト 

活
用
賞
『
も
の
が
た
り 

と
も
だ
ち
と
お
で
か
け 

い
ろ
ん
な
お
う
ち
に
い
っ
た
よ
』 

生
平
小
二
年 

【
編
集
後
記
】 

数
多
く
の
実
践
事
例
や
様
々
な
情
報
を
お
寄
せ
い

た
だ
き
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
中
で
も
意

欲
的
に
実
践
さ
れ
た
実
践
報
告
や 

レ
ッ
ツ
・
ト
ラ
イ
は
、
多
く
の
先 

生
の
参
考
に
な
っ
た
こ
と
と
思
い 

ま
す
。
来
年
度
も
月
報
「
視
聴
覚 

教
育
」
は
、
い
っ
そ
う
の
内
容
充 

実
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。
よ
ろ
し 

く
お
願
い
し
ま
す
。
（
広
報
部
） 

 

＝
レ
ッ
ツ
・
ト
ラ
イ
＝ 

「
リ
ニ
ア
Ｐ
Ｃ
Ｍ
レ
コ
ー
ダ
ー
の
活
用
」 

 

前
任
校
で
、
音
楽
部
の
先
生
か
ら
相
談
さ
れ
た
こ
と

が
あ
る
。「
器
楽
合
奏
の
練
習
で
は
、
教
師
の
指
導
で
合

奏
を
作
り
あ
げ
て
い
く
が
、
さ
ら
に
子
供
た
ち
に
は
、

自
分
た
ち
の
演
奏
に
対
し
、
愛
着
や
誇
り
を
も
っ
て
ほ

し
い
。
そ
の
た
め
に
、
子
供
た
ち
が
自
身
の
演
奏
を
聴

き
、
よ
い
点
や
悪
い
点
を
見
つ
け
て
話
し
合
う
活
動
を

取
り
入
れ
た
い
。
よ
い
手
だ
て
は
な
い
だ
ろ
う
か
」
。 

「
聴
く
」
活
動
に
は
、
高
音
質
の
音
源
が
必
要
だ
。
と

こ
ろ
が
学
校
に
は
、
そ
れ
が
で
き
る
機
器
が
存
在
し
な

か
っ
た
。
授
業
記
録
を
録
る
た
め
の
Ｉ
Ｃ
レ
コ
ー
ダ
ー

は
あ
っ
た
が
、
音
質
的
に
は
心
許
な
い
。
そ
こ
で
活
用

を
考
え
た
の
が
「
リ
ニ
ア
Ｐ
Ｃ
Ｍ
レ
コ
ー
ダ
ー
」
で
あ

っ
た
。
リ
ニ
ア
Ｐ
Ｃ
Ｍ
録
音
と
は
、
音
楽
Ｃ
Ｄ
と
同
じ

よ
う
に
音
源
を
圧
縮
し
な
い
高
音
質
の
録
音
形
式
で
あ

る
。
た
ま
た
ま
私
が
、
趣
味
で
野
鳥
の
鳴
き
声
な
ど
を

録
音
す
る
た
め
に
所
有
し
て
い
た
も
の
を
使
い
、
演
奏

を
録
音
し
て
み
る
こ
と
に
し
た
。 

 

私
の
機
器
は
、
高
性
能
マ
イ
ク 

が
内
蔵
さ
れ
て
お
り
、
三
脚
で
固 

定
し
、
録
音
レ
ベ
ル
を
設
定
す
る 

と
、
驚
く
ほ
ど
高
音
質
の
録
音
が 

可
能
で
あ
る
。
実
際
に
子
供
た
ち 

は
、
自
分
た
ち
の
演
奏
を
聴
い
て
、 

曲
の
仕
上
が
り
具
合
を
実
感
し
、 

喜
び
、
さ
ら
に
改
善
し
た
い
点
を 

話
し
合
う
こ
と
が
で
き
た
。 

 

こ
の
分
野
で
は
、
現
在
で
も
各
社
か
ら
様
々
な
製
品

が
発
売
さ
れ
て
い
る
。
授
業
記
録
も
鮮
明
に
録
音
で
き
、

手
軽
に
音
声
フ
ァ
イ
ル
と
し
て
扱
う
こ
と
が
で
き
る
の

で
、
学
校
に
お
け
る
活
用
が
期
待
さ
れ
る
。 

 
 
 

（
形
埜
小
学
校 

学
習
情
報
主
任 

浜
本
安
彦
） 


